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1. はじめに：問題意識 
大学における 100 名超の大人数 PC 実習科目を効果的

に運用することは容易ではなく，授業マネジメントを含

めた入念なデザインが求められる。これまでも，対面授業

に e ラーニングの手法を取り入れ，理解度を向上させる

試み(1)は行われてきた。特に2020年のパンデミック以降，

オンライン環境の劇的な進化に伴い，従来は限定的であ

った遠隔授業やオンディマンド型授業などの e ラーニン

グ活用は標準化した。同時に，反転授業の手法も定着しつ

つある。 
本稿では，100名を超える実習授業について現在までの

変遷を事例に基づき考察する。具体的には，文系の専門科

目におけるPC実習を対象とし，個々の教員が運用可能な

範囲の取り組みをテーマとする。文系学生の多くは依然

として表計算ソフトを苦手としているが，Excelを用いた

データ分析の機会を増やすことで，その苦手意識は軽減

できる。適切な予習・復習時間を確保し，Excel操作を反

復させることは，基本操作の定着に有効である。さらに，

データ処理の背景にある統計基礎理論の理解を深め，卒

業後に必要となるビジネスパーソンとしての基本知識・

ICTスキルの修得にも寄与する。 
以上を踏まえ，本稿では20年以上にわたるブレンド型

実習授業の展開から成果と課題を総括する。生成AIの急

速な普及は，ブレンド型授業のあり方に変化をもたらし

始めており，将来的にはPC実習科目の存在意義そのもの

を揺るがす課題へ発展することが予測される。本稿の締

めくくりには，新たな技術的課題である生成AIの影響に

触れ，現段階における利用上の問題点を整理したい。 
 
2. ブレンド型授業の進化過程 
2.1 パンデミック前：ラストワンマイル問題 
まず，取り上げる事例について，前提になる情報教育環

境を紹介する。本学では1996年以降，全新入生へノート

パソコンが配付されており，大学からの連絡に加え，情報

リテラシー関連の授業などで活用されてきた。これは今

日のBYODの先駆けであり，単なる情報教育から「教育

の情報化」への転換を目指す取り組みであった。学生用ノ

ートパソコンの配付と同時に，学内情報の環境整備とし

てイントラネットや情報端末口の敷設・強化，およびLMS
の導入が進められた。その上で，ノートパソコンの情報活

用率を高めるため，専門科目での積極的な活用が要請さ

れた。 
本稿で取り上げる経済学部の専門科目における事例は，

2002 年からスタートしたブレンド型の PC 実習である。

本授業では，受講生の理解度を向上させるためにLMS上

にクイズを用意し，予習を義務付けた。しかし当時は，自

宅からパソコンでアクセスしようにもプロバイダ契約を

していない世帯も多く，家庭での学習環境は決して十分

とはいえなかった。そこで，学生の間で普及率が高かった

携帯電話からでもアクセス可能とする措置を講じた。具

体的には，取り組みやすいように選択式のクイズ形式を

採用し，詳細な解説も付記した。図1に示すように，LMS
上から毎回の学修範囲を明示するとともに，予習の取り

組み状況を平常点に反映させるなどのインセンティブを

与えた。さらに，予習状況を確認するため，LMSを用い

た小テストもあわせて実施した。 
 

 
図 1 LMSでのクイズ一覧（自学自習） 

 
その他にも，LMSを通じて授業内で利用するサンプル

データ付きのExcelシートを履修生へ配付し，データ入力

にかかる時間を省くことで実習時間の効率化を図った。

また，Web ページを作成して授業内容を公開（配付資料

の代替）するなど，可能な限り ICT を駆使した授業運営

を推進した。 
以上のように実習科目を運用したものの，授業の欠席

者や理解が遅れてしまった学生へのフォローアップには

課題が残った。復習のために貴重な授業時間を割いても，

ドロップアウトする学生の割合はさほど改善されなかっ

た。100名を超える学生が出席する限られた授業時間内だ

けで，全員をフォローすることは不可能であった。そこで，

授業時間外でも一人で学習できるよう動画教材を試作し

たが，自宅からの回線や端末のアクセス環境（ナローバン

ド回線やパケット通信量の制限など）は世帯ごとに様々

であった。いわゆる「ラストワンマイル問題」が壁となり，

予習・復習において教室内と同様の良好な環境を学外で

確保することは困難であった。 



 
2.2 コロナ対応：完全オンライン化（2020-21年） 

COVID-19 の拡大に伴う緊急事態宣言下で，2020 年度

の大学授業は当初から完全オンライン対応を余儀なくさ

れた。これに伴い，学内インフラに Microsoft 365 が導入

され，Teamsを用いたライブ配信授業の運用体制が構築さ

れた。パンデミックへの緊急対応策としてテレワークや

遠隔教育に対する公的補助や設備投資が加速した結果，

従来の実習教育において最大の障壁であった受講生の学

外通信環境，いわゆる「ラストワンマイル問題」は劇的に

改善された。 
100名超を対象とするPC実習科目では，既存のデジタ

ル教材（Web資料や既成のクイズセットなど）を流用し，

遠隔ライブ授業を展開した。しかし，教員および受講生の

スキル不足や，遠隔授業に適したコンテンツ不足が露呈

する結果となった。この初期実践の失敗により，対面授業

を遠隔ライブ配信へと単純に置換・代替することの限界

が明らかになった。 
この解決に向けて，当該科目では実習用デジタル教材

を全面的に見直し，コンテンツの拡充に即座に着手した。

新たなアプローチとして，①授業進度に完全準拠したテ

キストの構築，および②操作プロセスを視覚化するExcel
解説ビデオの制作，を展開した。 
まず①においては，散在していたWeb上の解説資料や

PowerPoint教材を体系的なテキストへと集約した。受講生

の自習を支援するため，図 2 のように単元ごとに「例題

とその解説」と「関連問題」のページ構成とした。これを

PDF テキストとして配付し，例題解説の通読と関連問題

の解答を受講生の課題にした。 
 

 
図 2 PDFテキストの構成例 

 
次に②の解説ビデオ作成においては，サンプルデータ

の計算手順を画面収録した。このビデオは，図 3 に示す

ように Excel の実際の操作画面をキャプチャーしたもの

であり，従来は対面授業で一方的に説明していた内容を

動画にしている。受講生が集中して視聴できるようコン

パクトにまとめ，動画 1 本あたり 5 分以内とすることを

目標に制作した。完成した動画はMicrosoft Streamにアッ

プロードし，履修生には予習用動画のURLをアナウンス

するだけでなく，PDF テキスト内にも直接リンクを埋め

込み，アクセシビリティの向上を図った。 
 

 
図 3 Streamからの動画配信 

 
受講生に課す予習内容は表 1 に示す 4 項目であり，具

体的には，V) 作業動画の視聴，E) Excel の操作実践，T) 
テキストの読解と関連問題の解答，Q) 15問のクイズへの

解答，というステップで構成されている。受講生はこれら

に関連する設問への解答を，授業前日の夜（22 時）まで

にLMSを通じて提出することが義務付けられている。 
 

表1 デジタル教材と毎回の予習メニュー 
項目 説明 

V) 作業動画の視聴 ビデオの長さはほぼ5分以内，
Streamに保存 

E) Excelでの実習 動画を参考に配付のExcelファ
イルで同じ作業をする 

T) テキストを熟読 指定のページを読み，関連問題
を解く 

Q) クイズに解答 択一式15問を全問正解する 
 
全面的な反転授業は，図 4 のようなインストラクショ

ナルデザインに基づき2021年度から開始した。授業前に

LMSに提出された回答状況を確認した上で，対面パート

（図の右側）に入る。質問への回答や，予習で間違いが多

い課題を丁寧に解説する。また，作業の背景にある基本的

な統計学については，授業内で予習課題内容と関連付け

ながら説明する。 
反転授業によって，文部科学省の定めを表現した履修

規程の「各授業科目の単位数は，1 単位の授業科目を 45
時間の学修を必要とする内容を持って構成する」という

基準も満たすことができるようになった。 
 



 
図 4 毎回の授業スケジュール（反転授業） 

 
2.3 ポストコロナ：質的改善（2022年度～） 
反転授業の導入当初には不慣れな点も多く，さまざま

な問題が散見されたが，毎学期，コンテンツの修正や授業

運営プロトコルの改善を重ねてきた。 
まず，予習教材の核となる Excel 操作の動画について

は，1コース分（全15回）を完成させてMicrosoft Stream
で公開した。受講生が利用するLMSには記載文字数や配

信サイズに制限があるため，すべての教材を 1 枚の

SharePointページで閲覧できるよう配慮した。 
続いて，重要項目を中心に解説動画を追加した。具体的

には，従来教室で口頭説明していた統計学の内容もビデ

オクリップにした。動画のクオリティを担保するため，入

力文字読み上げソフト「VOICEPEAK」を採用し，受講生

にとって聞き取りやすいナレーションを加えた。動画で

の解説は，対面での口頭説明に比べて冗長な時間（言い淀

みや間など）が一切排除されるため，説明時間は大幅に短

縮される。実際の対面授業でこれらの動画を提示し，特に

注意すべき要点を口頭で補足することで，大幅な時間の

節約につながった。 
さらに，受講生の能力到達度を測定するため，ルーブリ

ックで示した20項目の評価基準をコースワーク内で確認

させた。具体的には，配付教材のExcelファイル内に図5
に示すようなルーブリックシートを添付し，授業の初回

と中間テスト前（第8回），および最終回（第15回）の計

3回に自己チェックを行う。本ルーブリックは授業の進度

に応じた項目構成なので，2回目，3回目とチェックを重

ねるごとにスコアが上昇する仕組みである。100点満点で

自身の習得レベルが可視化されるため，受講生は自らの

成長を直感的に実感できる。こうした工夫を通じて，授業

に対する満足度をより高めることができた。 
 

 
図5 ルーブリック20（Excelシート） 

 
パンデミック以降，このようにデジタル教材を整備し，

予習での活用を徹底している。これらの教材をLMSで効

果的に連動させ，予習前提のブレンド型授業（広義の反転

授業）を展開した。毎学期にわたりコンテンツや運営方法

の改善を継続した結果，受講生の理解度は著しく向上し，

極めて教育効果の高いコースに進化した。 
以上のような5年間にわたる先進的な取り組みにより，

100名を超える大規模な受講生を対象としたPC実習授業

の質を劇的に改善することができた。 
 
3. ブレンド型授業での成果と課題 
3.1 成果：内容の充実 
作業動画をオンディマンドで配信するという反転授業

によって，対面授業で一方的な説明をするパートはほぼ

省略される。そのため時間的な余裕ができ，学習範囲の拡

大が可能となった。以前より増やすことができた新たな

単元は，表2の下線部である。 
 

表2 毎回の授業内容 
回数  内容 
1. スプレッドシートの構成, ルーブリック確認① 
2. データの整理と順位表 
3. 度数分布表の作成, ヒストグラムの作成, 幹葉図 
4. データの代表値：平均・メジアン・モード 
5. 散らばりの尺度：四分位範囲と箱ひげ図 
6. 散らばりの尺度：平均からの偏り，偏差平方和 
7. 散らばりの尺度：分散から標準偏差の導出 
8. 偏差値, 中間テスト, ルーブリック確認② 
9. 中間テストの復習, ヒストグラムからの計算 
10. 2変数の関係：散布図, 偏差の積和 
11. 2変数の関係：共分散, 相関係数の導出 
12. データの中心を通る直線 
13. 残差の概念と残差平方和の計算 
14. 残差平方和最小の条件：最小２乗推定量 
15. 適合度としての決定係数，ルーブリック確認③ 

 
また，解説動画も加えたことから以下のような効果が

見られる。 
a) 意欲的な学生は，わかりづらかった箇所を理解できる

まで何度も視聴できる 
b) 欠席などで授業に遅れてしまっても，各種動画で自分

自身でもフォローアップができる 
 
3.2 課題 
予習パートを完全オンディマンドとした反転授業の実

践から，一定の授業改善を達成できた。しかしながら，依

然として授業運営上の課題が残る。 
第 1 に，予習が不十分な受講生は授業についてこられ

ないという点である。これは反転授業全般において指摘

される問題である。予習未実施者への対応として，対面授

業時に注意を促すほか，予習のクイズに関する小テスト

を毎回の授業内で実施するなどの措置を講じている。ま

た，予習課題の提出状況を平常点に反映させているもの

の，真摯に取り組む学生とそうでない学生との間で，理解

度の二極化がかなり進行している。 
第 2 に，実習でのスキル習得に主眼が置かれているた

め，反転授業本来の目的であるPBLや対話といったアク



ティブラーニングの実践にまで至っていない点である。

現状では Excel 実習から統計学の基礎を理解するという

内容が中心となっており，受講生の思考力を高めるまで

に到達していない。理想的なブレンド型授業として，オン

ラインでの予習結果を教員が授業開始前に把握し，それ

に基づいて授業内のディスカッションや個別指導の内容

を柔軟に調整するモデルがある。しかしながら，100名を

超える大人数の実習型授業では，モデル授業の実現は極

めて難しい。すなわち，「捻出した時間をいかに高次な学

習活動に充てるか」という授業設計が構造化されておら

ず，本来の意味でのブレンディッド・ラーニングには達し

ていないといえる。 
上記に関連して，対面授業パートの位置づけにも運用

上の課題がある。予習ビデオやテキストを通じて大半の

内容を自己完結できる優秀な受講生にとって，対面授業

時間は形式的なものになりかねない。したがって，習得の

早い学生が満足できるような授業デザインの構築が求め

られる。その対策のひとつとして，予習動画ではExcelの
基本的な処理手順の紹介に留める一方，対面授業ではそ

れ以外の代替手法や応用的な活用法，各種 Tips を教授す

ることで，優秀層の興味・関心を高める工夫を試みている。 
以上のような既存の課題に加え，現在は生成AIの急速

な進化への対応が問題である。この技術革新の中で反転

授業のあり方を再考する必要性が生じている。 
 

4. 生成AIの登場と授業での現状 
ChatGPT が登場した頃から，学生の提出課題において

新たな事態が生じつつある。本授業では毎回，LMS の

Minute Paper から提出された解答を教室内で匿名にて一

覧提示し，模範的な解答例の紹介や，頻出するミスとその

原因を口頭でコメントしてきた。最近は，Minute Paperに
生成AIを活用したと推察される解答が一定の割合で散見

されるようになった。特に「自らの言葉で簡潔に説明する」

といった記述問題でその傾向が強く見られる。これらに

対して授業内で注意を促しているものの，現時点では根

本的な対策を見出せていない。今後，懸念されるのは，配

付したデジタル教材のすべてを生成AIに読み込ませ，予

習課題すべてをAIに代行させる行為である。 
授業の課題を生成AIで済ませている学生の多くは，実

習に必要な知識やスキルが十分に定着していない。そこ

で，ひとつの対策として，定期試験を持ち込み不可の客観

テスト形式で実施している。試験問題は，単に知識の有無

を問うものではなく，授業で扱った基本的な操作スキル

や知識さえあれば容易に解答できる内容にし，身に付け

た実力を測る工夫をしている。 
学生側の利用への対応に苦慮する反面，教える側の生

成AIの活用場面もある。例えば，これまで蓄積したデジ

タル教材を基に新たな関連問題を作成させる試みや，テ

キストにある関連問題の解答例を作成することに生成 AI
を利用している。予習課題の評価いわば「AIにはAIで」

という支援は，受講生から得られる大量の学習データを

生成AIに分析・評価させ，最終評価の補助として活用す

る手法も有効であろう。 
さらに，最も優れた生成AIの利用法には，学習用エー

ジェント機能を活用した「個別最適化された学習」が挙げ

られる。しかし，これを実現させるには学生自身の高い学

修モチベーションが不可欠であり，この点は前述した反

転授業における「自律的学習の難しさ」という課題とも共

通している。 
 
5. おわりに：PC実習科目の意義 
生成AIの登場により，日常的に利用する情報機器のあ

り方が大きく変化しつつある。大学ではBYODの普及に

伴いパソコンが教育基盤の一つとなっているが，その適

切な利用への対応は喫緊の課題である。そこで本稿の結

びとして，PC を活用する授業と生成 AI の関わりを検討

するとともに，これからの大学における情報教育の方向

性を考察したい。 
まず検討すべきは，従来のPC実習を今後も継続するべ

きかという点である。これは，社会から求められる知識・

技術・コンピテンシー（行動特性）に対し，大学がどこま

で保証すべきかという問題に直結する。特に，文系の学部

生に求められる ICTスキルの再定義が必要である。 
また，データドリブン社会においてデータ処理に関す

る基礎知識や技術の重要性が増す一方，大学教育におい

てどの程度の活用レベルを想定すべきかの判断は難しい。

もはや「Excelなどの汎用的な表計算ソフトを用いた実習

科目は不要」との見方もあるが，ビジネスの現場における

Excel のニーズは依然として根強く，現在は「Excel 操作

における AI の活用」へとシフトしている。したがって，

生成AIの台頭によってExcelスキルが直ちに不要になる

とは考えにくい。むしろ今求められているのは，AIを「壁

打ち」の相手として使いこなしながら，統計的知識やデー

タの背景を読み解くリテラシーであると言える。 
一方で，データマイニングやビッグデータなどの専門

領域における統計処理スキルに関しては，計算プロセス

そのものの習得は不要であり，「計算結果を正しく判断で

きる力」があれば十分なのではないか，という問いも生じ

る。これらを専門科目の中でどのレベルまで扱うべきか，

また受講生の到達目標をどこに設定すべきかは，カリキ

ュラム設計上の難題である。履修生の理解度に合わせす

ぎれば教育内容は限定されてしまうため，将来的には AI
エージェントによる個別最適化された指導の導入も視野

に入れるべきだろう。 
生成AIの登場を受け，大学は学位プログラムの中でPC

関連授業の運用をどのように位置づけるかを検討しなけ

ればならない。教養科目としての「情報」科目群，専門カ

リキュラムでの科目群の中で，社会に求められる人材を

育成できるようなカリキュラムを策定・運用しなければ

ならない。同時に，実習科目の授業デザインについても抜

本的な再考が必要となる。 
大学教育において「学習者本位の教育」が重視される中，

生成AIをいかに教育プロセスへ組み込んでいくかは一刻

を争う課題である。シンギュラリティ（技術的特異点）の

到来が予想を上回る速度で現実味を帯びている今，先見

的な準備と迅速な対応が強く望まれる。 
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